
日本スポーツ法学会第２６回大会・プログラム
日本スポーツ法学会

◇ 日時:2018年12月15日(土)受付9時00分~

◇ 会場:同志社大学 新町キャンパス 臨光館 201教室、209教室、210教室、211教室

京都市上京区新町通今出川上ル近衛殿表町159-1

アクセス:市営地下鉄烏丸線『今出川』駅から徒歩約10分

https://www.doshisha.ac.jp/information/campus/access/shinmachi.html

※受付は、臨光館2階201教室前です。

◇ 全体テーマ:日本のスポーツとジェンダー ～国際的視点から見た課題

◇ 大会参加費:

一般会員 1,000 円、学生会員 500 円、非会員一般 2,000 円、非会員学生 1,000 円

〔プログラム〕

■ 自由研究発表(9時30分-12時)

* 発表20分 質疑10分

* 教室(Aグループ)、 教室(Bグループ)、教室（Cグループ）にて行う。

Aグループ(209教室) 司会・進行:竹之下義弘・仲元 紹

1. 9時30分-「欧州連合における食品の安全確保とドーピング予防」

明治大学大学院法学研究科 野寺 巧寛

2. 10時-「スポーツベッティングとスポーツ界におけるインテグリティ保護

～イギリス及びアメリカネバダ州を中心として」

早稲田大学スポーツ科学学術院 松本 泰介

早稲田大学スポーツ科学学術院 氏家 規登

3. 10時30分-「2018年から施行された韓国プロ野球「公認選手代理人」制度について」

東京神谷町綜合法律事務所 金 弘智

4. 11時-「アメリカの代表選手選考仲裁における法的審査の範囲と限界」

早稲田大学スポーツ科学学術院 松本 泰介

5. 11時30分-「IOCによるアスリート保護のためのガイドラインの意義と課題」

                      鹿屋体育大学 森 克己

                      鹿屋体育大学 山田 理恵

                      名古屋大学  内田 良

                      鹿屋体育大学 栗山 靖弘

Bグループ(210教室) 司会・進行：吉田勝光・井上圭吾

1. 9時30分-「柔道事故の判例研究とその防止策の検討」

玉置・石倉法律特許事務所 玉置 健

2. 10時-「日本のスポーツ事故対応および補償における現状と課題」

                   同志社大学大学院総合政策科学研究科 中村 周平

3. 10 時 30 分- 「スポーツ中のプレイヤー同士の事故をめぐる 近時裁判例について」

合田綜合法律事務所 合田 雄治郎

4. 11時-「公立学校教員の責任追及の可否について」



東京21法律事務所 堀口 雅則

小笠原六川国際総合法律事務所 田原 洋太

5. 11時30分-「運動部活動における体罰等の法的諸問題に関する考察」

  国士舘大学大学院 横山 幸祐

Cグループ(211教室) 司会・進行：森川貞夫・辻口信良

1. 9時30分-「スポーツドクターを対象とした

性同一性障害に対する知識と診療経験に関する検討」

千葉大学大学院 貞升 彩

2. 10時-「ジェンダー比の変化と「部分社会」の変容～女子柔道暴力事件の根源へ」

流通経済大学スポーツ健康科学部 藤原 庸介

3. 10時30分-「アスリートのtattooと選手登録、大会出場、代表選考等における規制」

アルファーパートナーズ法律事務所 伊丹 郁人

メトロポリタン法律事務所 中嶋 翼 外14名

4. 11 時-「パラリンピック競技のクラス分けシステム

（Classification）に関する法的問題点」

中京大学法務研究科 石堂 典秀

虎ノ門協同法律事務所 大橋 卓生

京橋法律事務所 高松 政裕

5. 11時30分-「スポーツ基本法と教育基本法の射程領域の探求（Ⅰ）」

  大阪体育大学 中尾 豊喜

■ 理事会 (212教室) (12時15分-13時)

■ 総 会 (201教室) (13時-13時45分)   司会: 齋藤 健司

会長挨拶:井上 洋一

総会議事:報告:川井 圭司、堀田 裕二

事業報告、決算報告、事業計画、予算案、その他

副会長挨拶:桂 充弘

■ シンポジウム(201 教室)(13 時 45 分-17 時) 司会 冨田英司、太田由希奈

  1．報告者と演題（タイムスケジュール）

  ①「スポーツ連盟およびスポーツ仲裁におけるジェンダー」

   八木由里（弁護士・会員）、Anthony Lo Surdo SC (Australia/CAS Arbitrator

      /Barrister, Independent Arbitrator, Mediator/ANZSLA member)    

  ②河合美香（龍谷大学法学部准教授）

  「女性アスリートのキャリア形成」    

③村木真紀 (NPO 法人虹色ダイバーシティ代表)

   「アスリートと性的マイノリティ(LGBT)」    

④石堂典秀（中京大学法務研究科教授・会員）、Anthony Lo Surdo SC

   「アスリートとハラスメント・暴力への対策」   

  2．ディスカッションと質疑

■ 意見交換会(17 時 45 分-) 司会:桂 充弘

同志社大学寒梅館地下会議室（予定）    会費4,000円（学生2,000円）


